
開閉ユニット　TH577型 
商品の機能が十分に発揮されるように､この施工説明書の内容に沿って正しく取り付けてください。 

取り付け後は、お客様にご使用方法を十分にご説明ください。 
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対象商品  安全上の注意  

分解図  

ワンタッチ式 

ワンタッチ式 

ビス止め式 

ワンタッチ式 

ワンタッチ式 

ビス止め式 

開閉ユニット 
品番 

TH577-1

TMJ40型、TMJ46C、 
TMJ46M、TMJ46R ほか 
 
※TMJ46型で樹脂カバー 
　タイプには取り付けでき 
　ません。 

※TMF49型は同梱のハン 
　ドルは使用しません。 

同梱されて 
いません 

ワンタッチ式 

同梱されて 
いません 

TH577

TMG40型、 
TMHG40型、 
TMF40CQX・DQX、 
TMF40WQX、 
TMJ40CRX、 
TMJ46CRX ほか 

TMF40型 ほか 

TMJ47型、TMJ48型 
ほか 

TMF47C型 ほか 

TL391AGEX・AEX・AX 
・AGX ほか 

TH577-2

TH577-3

TH577-4

TH577-5

TMA46型、 
TMG46C2・C3型 ほか 
（樹脂カバータイプ） 

TH577-6

対象商品品番 
切替ハンドル 

同梱部品 

開閉ユニット 

※品番によっては図と現品の形状が一部異なります。 

注　　意　 

開閉ユニットを取り外す際は 
必ず止水栓または元栓を閉め 
てから行う 
湯水が噴き出して、やけどや家財などを 
ぬらす財産損害発生のおそれがあります。 

開閉ユニットは絶対に分解し 
ない 

必ず実行 

分解禁止 特殊組立をしておりますので破損します。 

開閉ユニットは開閉ユニット品番により使用する水栓が違
います。 
お取り付けの前にもう一度、開閉ユニット品番と対象商品
品番をお確かめください。 

定量止水機能付水栓用 

定量止水機能付水栓用 

止水栓 

開閉ユニット 

スペーサー 

ナット 

インデックス 

切替ハンドル 

ねじ 

キャップ 

取り付け前に、この｢安全上の注意｣をよくお読みのうえ、 
正しく取り付けてください｡ 

表　示 意　味 

注意 
この表示の欄の内容を無視して誤った取り扱 
いをすると、傷害または物的損害が発生する 
可能性があることを示しています。 

●この説明書では商品を安全に正しく取り付けていただき、お
客様や他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するた
めに、いろいろな表示をしています。 
その表示と意味は次のようになっています。 

●お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明し
ています。 

　　は、してはいけない「禁止」内容です。 
左図は、「分解禁止」を示します。 

　　は、必ず実行していただく「強制」内容です。 
左図は、「必ず実行」を示します。 



注 意 
●ナットを外すときは、クリック板ばねに当てないよ 
　うにナットを外してください。 

注 意 
ハンドルは必ず「止」の位置で外してください。 
他の位置で外すと、クリック板ばねが破損することが 
あります。 

●クリック板ばねは外さないでください。 

④ナットを取り外す。 

⑤切り欠き部にマイナスドライバ 
　ーを差し込み、スペーサーを浮 
　かせて取り外す。 

⑥開閉ユニットをプライ 
　ヤーなどで引っ張り、 
　取り外す。 

※手でゆるまない場合は、ゴム手 
　袋やプライヤーなどの工具を使 
　ってゆるめてください。 
　また、工具掛かりのあるナット 
　はスパナなどの工具を使ってゆ 
　るめてください。 

取替方法 

注 意 

インデックスは広げ過 
ぎると割れることがあ 
りますので、注意して 
ください。 

インデックスは本体下側 
または後下側に切れ目が 
入っています。切れ目の 
部分から広げるようにし 
て取り外してください。 

ワンタッチ式 

ビス止め式 

①止水栓(湯側・水側)または 
　元栓を閉める。 

②切替ハンドルを「止」の位置で取り外す。 

③インデックスを取り外す。 

切替ハンドルが回らない 
ように注意して抜き取っ 
てください。 

切替ハンドルが 
回らないように 
注意して抜き取 
り、板ばね押さ 
えを取り外して 
ください。 

切替ハンドルが回らない 
ように注意してキャップ 
・ねじを外してハンドル 
を抜き取ってください。 

取外しの際はピンを折ら 
ないように注意してくだ 
さい。 

キャップは精密ドライ 
バーなどの先の細い 
ものを使用し、めっき 
表面を傷つけないよう 
に注意しながら外して 
ください。 

豆知識 

1　旧ユニットの取り外し 

＜アーチハンドルの場合＞ 

＜TMA・TMG・TMJ型の場合＞ 

＜TMF・TL型の場合＞ 

※クリック板ばねはシャワー・スパウト切替タイプにのみ 
　付いています。 

ゆるめる 

ナット 

クリック 
板ばね 

スペーサー 

開閉ユニット 

プライヤー 

切り欠き部 

裏面へつづく 

切替ハンドル 

板ばね押さえ 

切替ハンドル 

切替ハンドル 

精密 
ドライバー 

ねじ 

キャップ 

元栓 元栓 

閉める 

止水栓 

なくさない 
ように注意 

インデックス 

インデックス 

ピン 

インデックス 

切れ目 



注 意 
スペーサーと開閉ユニットが離 
れないように、スピンドルをつ 
まんでスペーサーを押して確実 
に組み込んでください。 

ワンタッチ式 

④インデックスを取り付ける。

⑤スピンドルのカット面を上に
　向ける。

⑦切替ハンドルを取り付ける。

⑥＜シャワー・スパウト切替タイプの場合＞
　クリック板ばねが付いている
　ことを確認する。

2　新ユニットの取り付け

①開閉ユニットの凹部とスペー
　サーの凸部　 を合わせる。

②スペーサーの凸部    を本体
　の切り欠き部に合わせて組
　み込む。

③ナットを締め付ける。

レバーをインデックスの 
ラインに合わせて"カチッ" 
と音がするまで押し込ん 
でください。 

ナットは手で確実に締め付けてく 
ださい。 
※工具掛かりのあるナットはスパ 
　ナなどの工具を使って締め付け 
　てください。 

※インデックスと本体の凹凸が 
　かみ合うと、インデックスは 
　固定され動かなくなります。 

ピンを本体にある穴に合わせて 
差し込んでください。 

A

B

ラインが正面になるようにイン 
デックスを取り付け、インデッ 
クスを軽く回して位置合わせ 
をしてください。 

＜TMA・TMG・TMJ型の場合＞

＜TMF・TL型の場合＞

シャワー・スパウト切替タイプの注意点 

注 意 
切替ハンドルが同梱されている場合は、必ず同梱の 
ハンドルに交換してください。 

ハンドルは、必ずクリック板ばねと板ばねガイドの 
凹部を合わせた位置で取り付けてください。 
他の位置で取り付けると、クリック板ばねが破損す 
ることがあります。 

レバー

切替ハンドル

スペーサー

開閉ユニット

ナット

クリック
板ばね

スペーサー

スピン
ドル

切欠部

締める

凸部

ライン
インデックス

ピン本体穴部

スピンドル

カット面
上に
向ける

カチッ

凸部

凹部

A

B

インデックス

ライン

切替ハンドル

板ばねガイド

ライン

レバー

クリック板ばね

凹部 要 
重 



注 意 
切替ハンドル部から水漏れ 
がないか確認してください。 

ビス止め式 

⑧止水栓(湯側・水側)または元 
　栓を開け、スパウトから水が 
　出るか確認する。 

レバーをインデックスの 
ラインに合わせてはめ込 
み、ねじで固定してキャ 
ップを取り付けてくださ 
い。 

要 
重 

注 意 
ハンドルは必ず同梱のもの 
を使用してください。 

レバー 

切替ハンドル 

ねじ 

キャップ 

ライン 

開ける 

止水栓 

板ばね押さえを 
スピンドルに取 
り付け、レバー 
をインデックス 
のラインに合わ 
せて"カチッ"と 
音がするまで押 
し込んでくださ 
い。 

注 意 

＜アーチハンドルの場合＞ 

握り部と支持材の差し込み部 C がずれないように 
注意してください。 
差し込み部 C が正しくはめ合わされていない状態 
で無理に押し込むと、支持材が壊れる場合がありま 
す。 

レバー 

支持材 

ライン 

スピンドル 

カチッ 

板ばね 
押さえ 

切替ハンドル 

握り部 

支持材 

差し込み部 C

切替ハンドル 


	1.安全上の注意
	2.分解図
	3.対象商品
	4.取替方法

